
ROW関数

《エクスポート》は、テーブルのレコードをExcelなどの別のアプリケーションのファイルに書き出す機能です。

◇機能

レコードの行番号を数値で返します。行番号は、テーブルの表示画面で、左端に表示される番号です。

◇構文

ROW()

◇戻り値のデータ型

数値型

レコードの行番号を数値で返す
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関数

引数 入力内容

1 なし ROW関数には、引数がありません。ROW()と記述します。カッコの間にはスペースは入力しません。

行番号

クイックソートやフィルターなどで、
レコードの並び順を論理的に変更した
り、表示するレコードを絞ったりした場
合も、行番号は変わりません。

＜クイックソートの画面＞

（数量で降順ソート）



◇処理の例

⚫ 各レコードの行番号を取得する

➢ 「行番号取得」フィールド（《新規フィールド追加》）の式：ROW()

行番号を取得した後、テーブルでクイックソートやフィルターを実行しても、取得した行番号が維持されます。
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関数

＜クイックソートの画面＞
（数量で降順ソート）

＜フィルターの画面＞
（[数量] >= 1000）
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